
Kobe City College of Nursing

NII-Electronic Library Service

Kobe 　City 　College 　of 　Nursing

中高年者の骨密度と健康歴お よび 生活習慣 との 関連

正木み ど り
’

，中田康夫
2 零

，沼 本教 子
’

，臼井千 津
拿

，田中初美
s 寧

，荒川 靖子
＊

，

　　　　　　　　　　 吉永喜久恵
率

，吉岡隆之
41

，笠松隆洋
41

‘
神戸 市 看護 大学 　成 人 ・老 人 看護学講 座，

2 ’
神戸大 学大 学院 医学 系研 究科

3t

大阪大学 大学 院医学 系研究科，　
dt

神戸 市 看護大学　看 護基礎 科学講座

Relationship　among 　Bone　Mineral　Density，　 Health　History

　　　　　　and 　I．ife　Style　of 　Middle　Aged　Persons．

Midori　MASAKI
拿
，　 Yasuo 　NAKATA 　

2＊
，　 Kyoko 　NUMOT σ ，　 Chizu　USUI

＊
，

　　Hatsumi 　 TANAKA 　
3 串

，　 YasukQ 　ARAKAWA 零

，　 Kikue　 YOSHINAGA 嚀

，

　　　　　 Takayuki 　YOSHIOKA 　
4＊

and 　Takahiro　KASAMATSU4 ＊

　
寧Adult 　and 　 Elderly　 Health　 Care　 Nurslng ，　 Kobe 　CitY　Co1廴ege 　of　 Nursing

2
℃ raduate 　School　of 　Medicine，　 Division　 of 　Health　Sciences，　 Kobe　University
目
℃ raduate 　School　 of 　Medicine，　 Course　of 　Health　Science，　 Osaka　University

4宰Department　of　Health　and 　Behavioral　Science，　 Kobe　City　College　of　Nursing

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Abstract
　The　purpose 　of　this　 study 　was 　to　 analyze 　the　relationship 　 among 　bone　 mineral 　density，　 health　history　 and 　hfe
style 　of 　middle 　 aged 　persons．　 The　follewing　results 　 were 　 obtained ．
1）The　bone　minera ！density　in　women 　 correlated 　 negatively 　 with 　 age ，　 however，　 that　in　men 　did　 not 　 correlate ．
2）There　 was 　 no 　 significant 　difference　between　the　bQne　 minera 五 density　 and 　bone　fractures．

3） There 　 were 　 no 　 significant　 difference　 between　 the　 bone 　 m 三neral 　 density 　 and 　 the　 excesise，　 eating 　 habits 　 and

　smoking 　habits．　 Men 　 who 　have　drinking　habits　had　higher　than　men 　who 　do　 not 　have　drinking　habits．　 However，
　 there 　was 　no 　 significant 　difference　between　drinking　habits　and 　the　bone　 mineral 　density　in　 women ，

4） The　 bone　 mineral 　density　 in　 men 　 correlated 　positively　 with 　the　 Body　 Mass　 Index （BMI ），　 but　that　in　 women

　 did　 not ．

5）Women 　who 　had　menopose 　had　lower　bone　mineral 　densityしhan　women 　who 　did　not 　have　menopose ．

Key 　words ：bone　 mineral 　density （骨 密度 ），　 health　history（健康歴）．　 life　style （生活習慣 ），

　　　　　 middle 　 aged 　persons　（中高年者），　 osteoporosis （骨粗鬆症）

1．は じめ に

　近 年，社会 の 高齢化に 伴い 骨粗鬆 症 は 増加 の 一途 を

た ど っ て お り
1］

，わ が 国 で は 骨粗鬆症患者 は 1，000万

人 （1996年）と推定さ れ て い る
2｝

。 骨粗鬆症 に よ る大

腿骨頸部骨折 や 重症 の 脊椎変形 な どの 合併症 は，高齢

者の 日常生活を著 し く障害し，行動 の 制限や 寝 た きり

を 引 き起 こ す な ど生 活 の 質 （Quality　of 　Life；QOL）

の 低下をまね く。し た が っ て 骨粗鬆症を予防す る こ と

は，高齢者 の QOL を維持 す る こ と に つ な が り，看護

に お い て も重要な課題で あ る 。

　わが 国 に おけ る骨粗鬆症 の 予防対策 として ，1994年

か ら厚生省保健医療局 の 通 知 に よ り 「婦 人 の 健康づ く

り推進事業等実施要項」 で 18歳 か ら39歳 まで の 女性 を

対象と した骨粗鬆症 に っ い て の 健康診査 が実施さ れ て

い る。ま た ，1995年 か らは老人保健法 に よ る総合健康

診査 に，新た に骨粗鬆症 と歯周疾患検診が加わ っ た 。

こ の よ うに ，骨粗鬆症 に 対す る取 り組 み は国 を 挙 げ て

行われて お り，健康問題 に おける 骨粗鬆症 の 問題 の 大

きさ が う か が え る 。
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　 こ の よ うな状況か らわが国で は，こ れまで に 骨密度

に 関す る 様 々 な 研究 が 数多 く行 わ れ て い る
3’‘’5｝

が ，

こ れ らは ，X 線 を使 っ て 骨密度を 測定して い る も の が

多 い 。

一
方超音波を使 い 踵骨で 簡単 に 短時間で 測定 で

きる 骨評価装置 は，持ち運 びが で き，ど こ で で も骨密

度 を 測定で き る と い う利点が あ り，ス ク リー
ニ ン グ と

して の第
一

選択装置とな る 。 しか し， 上記の よ うな超

音波骨評価装置 に よ り測定 した骨密屋と骨折 の 既往 や

疾患 の 有無 などの 健康歴 や 生活習慣，食習慣との 関連

を男女 と もに 包括的 に分析 した もの は少な い
。 そ こ で

著者 ら
6 ＞

は，65歳以上 の 老人大学 に 通 う高齢者男女 を

対象に健康歴お よ び生活習慣と超音波で測定 した踵骨

骨密度 との 関連 に っ い て 検討 した 。 さ らに 今回 は45歳

〜 64歳の 中高年男女を対象 に，前回同様の 調査を行 い，

中高年期に お け る骨密度に関す る特徴を検討す る こ と

と した 。 中高年者 を 対象 とす る理 由 は， 1 っ め に 中高

年期に お け る骨粗鬆症を ど う予防す る か が そ の 後 の 老

年期 の QOL に も影響す る と考え ら れ る こ と， 2 っ め

に 中高年期の 世代 は 第 2 次世界大戦前後 の 約 10年間に

生 まれ，栄養状態 が 比較的悪 い 子 ども時代を過 ご して

お り，こ の こ と が 骨密度 に も影響を与え て い る可能性

が あ るの で は な い か と考 え た た め で あ る 。

　本研究 の 目的は，男女別に中高年者の 骨密度と健康

歴お よ び生活習慣 と の 関連を調査 して，そ れ ら と骨密

度 と の 関連 を明 らか に す る こ と，中高年者 の QOLを

維持す る た め の 骨量減少予防お よ び骨量維持に対す る

健康増進活動に っ い て 検討す る こ と で あ る
。

2 ．研究方法

1）対　象

　 平成 9年 7月か ら11月 の 間 に ，H県 の K製鋼お よ

びK 大学で 行 わ れ た 講習会，オープ ン キ ャ ン パ ス で

の 骨密度測定 に 参加 し，質問紙調査に協力の得 られ

た45〜64歳の 男性97名， 女性68名の 計165名を分析

対象 と した。対象者 の 平均年齢 は，男性52，6± 5．2

歳 ， 女性55．0±6．4歳で あ っ た。

2）方　法

（1）骨量 の 測定 と評価

　　 骨量 の 測定 に は 超音波骨評 価装 置 AOS 　
一

　100

　 （ア ロ カ社製）を用 い た 。 本装置は骨量 を超音波法

　 に よ っ て 測定す る装置 で あ り，踵骨周辺 を対向す

　 る一対の振動子で 広帯域パ ル ス 波 の 送受信 の 行 う

　こ と に よ っ て 平均音速 （音速Speed　of 　Sound ；S

OS ），超音波 の 透過 の 度合 い を 指標 す る 値 （透 過

’
指標Transmission　Index ：TI），音響的特性 か ら

対象者 の 骨 の 強 さ を 指標す る値 （音響的骨評価値

Osteo　Sno−assessment 　Index ：OSI）を導 き出す

　もの で あ る 。 本装置は超音波に よ る診断の た め 人

　体に有害な放射線を発生 しない ，従来 の 超音波法

　に 比較 して 水を使わ な い 乾式の 装置で あ る た め簡

　便，実測定時間 は 5秒以下 で あ り準備を含め て 1

　分以下で測定で き る た め 短時間測定が 可能と い っ

　た 利点 が あ り，骨密度評価 の ス ク リ
ーニ ン グ に 適

　した装置 で ある。 今回 の 研究で は骨量を示す指標

　と して ， 骨 の 弾性 に 相関す るOSIを用 い る こ と に

　 し た 。本装置AOS − 100の 精度 に つ い て は X 線 を

用 い た精度の 高い DXA 法 に よ る骨量測定値 との 比

　較 が 行 わ れ て お り，谷澤 ら
了 ）

に よ る と，踵 骨 で の

　相関係数 はOSI ； r ＝0．869 （p〈 0．001） と きわめ

　て高い相関を示す結果が得られて い る 。

（2）健康歴 ・生 活習慣 の 調 査

　　骨量測定 の 参加者 に 対 して ，質問紙調査へ の 協

　力 も依頼 した
。 質問紙調査 の 項目 は，著者 らの 1

　人で あ る笠松 らが こ れ ま で の 骨密度研究 に お い て

　使用 して きたもの を用 い た
8）

。 そ の 内容 は 既往歴

　（骨折歴 ， 糖尿病 ， 腎透析 ， 内服薬）， 日常の 活動

　量，運動習慣，食生活，日常生活 （睡眠，喫煙，

　飲酒， 嗜好品）， 身長 ， 体重 な どで あ る 。 調査票 は

　骨量 測定前後 に 回収 した 。

（3）解析方法

　　音響的骨評価値 （以 下， 骨密度と す る ） の 横断

　的加齢変化 を み る た め に，年齢と骨密度 との 単相

　関係数を求 め た 。 また，骨密度 と肥満度 との 関連

　を み る た め に，BMI と骨密度と の 年齢 の 影響を

　除外 し た偏相関係数 を 求 め た 。

　　骨密度と健康歴 ・生活習慣との 関連をみ るた め

　 に ，各項 目 ご と に 2 群 に 分 け両群 の 骨密度 の 平均

　値の 差 を み る た め に対応 の な い t 検定を用 い た。

　　な お，統計分析に は エ ク セ ル 97 （マ イ ク ロ ソ フ

　 ト社）お よ び エ ク セ ル 統計97 （社会情報 サ
ー

ビ ス

　社）を用 い，危険率 5 ％未満を有意 とした。

1）対象者の 特性

3．結　果
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　対象者の 年齢， 身長，体重，

女別 に 分 け て 表 1 に 示 し た 。

BML 骨密度 を 男

表 1　 対象者の 特性

（n ＝166）

男性 （n ＝97） 女性 （n ＝69）

樹

ω

 

（　
@（
@

（

齢

長

ー

度

　

　

M
密

身体B骨 52

6±5．216D9

±5．4
．1±9．4

．4±3．02 ．8

±0，326

．0±6．41

．4±4． 8

．2±7． 1

，7±2．52 ．4

±0 ． 236

（X ±SD ） 2 ）男女 別に

た 骨密度 の 分 布 　男 女別にみ た骨密 度の 分布 を

1および図2 に 示 　した。男性は最小値2．250 ，最大

3．913， 平均値 2 ． 888 ± 0 ．326 であり，女性は最小

1．　967 ，最大値 3．146 ，平均値 2 ． 47

}0

23

ﾅ あ っ た 。 人数

l 数 　　 　 　　　　骨 密度 　図

@
男

の 骨 密 度 分 布 （ n ≡ 97 ）

u 一 　 　　 　 　 　 　 　　　 骨 密度 　　

　図2　女性の骨

度 分布（ n ・ 69 ） 3 ） 年 齢と骨 密度 　男

別にみた 年
齢と骨密度の関係では ，女性 は相 関 係数 が r ；

0 ． 537 で 有意（p 〈 0 ． 01 ）な負の相関 関係を

したが， 男 性 では r＝− 0 ， 144 と有 意 な 相 関 中高

者の 骨 密度 と 健 康 歴お

び生 活習慣 との関連　 57 　 はみら

な かった。 4 ）健康歴・生活習慣 の各項目と骨

度 　 健康 歴 お よび 生 活習 慣

骨密度との関 連を男女別

@ に みた も のを 表2 に示した 。 （ 1 ） 骨 折の既

と 骨 密 度 　　骨 折 の 既 往と骨密 度 ，お よ び 骨 の も

さと骨密 　 度との間には

女と もに関 連は認め られなかった 。 （ 2 ）糖 尿

の 既 往 と骨密度 　 　男 性で糖尿 病 の 既 往と骨 密

と の 間には 関 連 は 　

められ なか っ た。女性 は糖尿病

人が 2名の み 　 で判定できなかった 。 （ 3 ） 日

の 運 動習慣と骨 密 度 　　現 在および 過 去 （20

25 歳 頃）

運動習慣の有 　無

骨 密 度との間に は 男女

もに関 連はみられ な 　か った 。 （ 4 ） 食生

と骨 密度 　 a ， 食 事 制限の 有 無 　　 　 医療

係 者 の 助 言 を受

て の食事制限の

無 　　と骨密 度と の 間 に は 男 女 と もに関連は 認

られ 　　なか っ た 。 　b ． 塩分 制限 　

　食 事制 限 を し て い

人 に っいて ，
塩 分

限の 　 　 有 無と 骨密 度 との 間には男 女 と も に 関

は認 め 　　 られ なか っ た。 　 c ．

イ エット 　　　ダイエット の 体験 の有 無 と 骨

度との問には 　　 男女とも に 関 連 は認 め られ な

った 。 　d ．小 学 生・
中 学 生・ 高校生の 頃 の 牛

の飲 量 　　　 小学 生 ・ 中 学 生・ 高 校生 の 頃 の 牛

の飲 量 と 　 　 骨 密 度 との関連を 「コッ プ1 杯を

食ご と， あ 　 　るいは毎日」と答えた群と 「 毎

とは い え な い 　 　が毎 週 ，あ るい は週 1 回以 下

と答 え た 群と

　　間で みたと ころ，小

生，中 学生 ， 高校 生 のど 　　 の年代 に おいて

男女 とも
に 関連

は 認められ な 　 　 かった。 　

D 現 在の牛 乳の摂 取 頻 度 　 　　現在の 牛 乳 の摂

頻度 と骨密度と の関 連 を 　 　「 コ ッ プ ー 杯を毎

ごと ， ある いは 毎日 」 と答え 　　

群 と「毎 日 とは い えな い が毎週，

るいは 週 　 　 1 回 以 下」と答えた群との 間 でみ

ところ
男
女 　 　 と も に 関連 は認めら れ な か った。 　 f ． 骨



Kobe City College of Nursing

NII-Electronic Library Service

Kobe 　City 　College 　of 　Nursing

58　 神戸市看護 大学紀要 　VQl．4 ，2000

表 2　 健康歴 ・生活習慣 と骨密度との 関連

（n ＝166）

質問項目 （抜粋） 男性 （n ＝97） 女 性　 （n ＝69）

骨折経 験 　あ り（35）
2．895± 0．335

　な し（61）
2．875±O．318

　 あ り （13）
2．464：ヒ0．205

　 な し（55）
2．474± 0，245

「骨が も ろ い 」 と い う指摘
　 あ り（3 ）
2，877：ヒ0．500

　 な し（94）
2．889± 0，323

　あ り （5）
2．376：ヒ0．359

　 な し（56）
2，489±0．232

糖 尿 病
　 あ り（9）
2．865± 0，369

　 な し（87）
2．895±O．323

あ り な し

現在の 運 動習慣 　あ り（59）
2．849± O．296

　 な し（35）
2．937：ヒ0．372

　あ り（48）
2．491± 0．250

　な し（20）
2．442±O．207

20〜25歳 時 の 運動習慣 　あ り（67）
2．895± 0．340

　な し（25）
2．865± 0．319

　あ り（11）
2．497± 0．316

　 な し（31）
2．479±0，208

食事制限
　あ り（25）
2．829：ヒ0．254

　 な し（72）
2．909± 〔｝．347

　 あ り （12）
2．271：ヒ0．247

　 な し（55）
2．263±0，182

塩分 制限
　 あ り（13）
2，863± 0，238

　 な し（12）
2．791：ヒ0，276

　あ り（6）
2．397± 0．222

　な し（5）
2，276：ヒ0．220

ダイ エ ッ トの 経験
　 あ り （12）
3．097：ヒ0，420

　な し（83）
2．863± 0，305

　 あ り（2D）
2，515± O．195

　 な し（49）
2，460：ヒ0．251

小学生 の こ ろ の 牛乳摂取頻度
　毎日（20）
3．007：ヒ0，384

毎 日以 外 （72）
2．868± 0．306

　 毎 日 （16）
2．600± 0．271

毎 日以 外（44）
2．466±0．218

中学生 の こ ろの 牛乳摂取頻度
　 毎 日 （19）
3．014± D．394

毎日以 外（72）
2，870± O．3D5

　毎日（12）
2．588±0．312

毎 日以 外（50）
2．474±0．212

高校生 の こ ろ の牛乳摂取頻度
　毎 日 （16）
2．996±0．420

毎日以 外 （了6）
2，878± O．303

　毎日（16）
2．517±0．287

毎日以 外（47）
2．477：ヒ0．227

現在の 牛乳 摂取頻度
　毎 日 （36）
2，881±0．360

毎 日以 外 （55）
2．892± O．317

　毎 日 （46）
2．454±0．251

毎 日以 外 （22）
2，527± 0，203

骨ご と食べ る魚の 摂取頻度
週 1 日以 下（54）
2．895±O，366

週 2 日以上（37）
2．887± O．283

週 1日以 下 （35）
2．494±0，217

週 2 日以上 （11）
2．460± 0．254

イ ン ス タ ン ト食品 の 摂取 頻度
週 1回以 下 （48）
2．878±O．327

週 2 日以 上 （23）
2．986：ヒ0，263

週 1回以 下 （35）
2．439±0，199

週 2 日以 上 （11）
2，520± 0．295

喫　 　煙
　 吸 う（78）
2。876：ヒ0，327

吸わ な い （19）
2．940± O．328

　吸 う（9）
2．538±0．296

吸 わな い （59）
2．469± 0，229

飲　　酒
　飲む （89）　　　 飲 まな い （9）
2．907±O．331　　　　　　 2．685± 0，165
　　 L ＿一＿

＊ ＊
＿＿＿＿」

　飲 む （36）
2．469± 0．201

飲 まない （32）
2，488± 0．276

閉　　経
閉経 前 （28）　 　　 　 閉経後 （41）
2．613± 0．204　　　　　　　2．382d：0．212
　　 L

＊ ＊ ＿ ＿＿」

（ ） 内 は対 象者数 を表 す ＊ ＊ p ＜O．D1

　　を 「週 2 日以上」 と答え た群 と 「週 1 日以下」

　　と答えた群 との 間で み たと こ ろ男女 ともに関連

　　 は認 め られ な か っ た 。

　g ．イ ン ス タ ン ト食品 （レ トル ト食品） の 摂取頻

　　度

　　　イ ン ス タ ン ト食品 （レ トル ト食品を含む）摂

　　取頻度と骨密度 との 関連を 「週 に 2 日以上」 と

　　答え た 群 と 「週 1 日以下」 と答え た群との 間で

　　み た と こ ろ男女と もに 関連は認 め られなか っ た 。

（5）喫煙習慣と骨密度

　　喫煙習慣と骨密度との関連を 「現在吸 っ て い
・
る ，

　 あ る い は 以前吸 っ て い た が今は や め て い る」 と答

　 え た群 と 「吸 っ た こ と が な い 」 と答え た群 との 間

　 で み た と こ ろ 男女 ともに 関連 は 認 め られ な か っ た 。

（6）飲酒習慣と骨密度

　　 飲酒習慣 と骨密度 との 関連を 「現在飲 ん で い る，

　 あ る い は 以前飲 ん で い た が 今 は や め て い る」 と答

　 え た 群 と 「飲まな い 」 と答 え た群との 間で み た と

　 こ ろ，男性で は飲酒群が非飲酒群に く らべ ，有意

　 （p く 0．05） に 高 い 骨密度を示 した 。 しか し，女性

　 で は関連 は認 め られ な か っ た。

5）肥満度と骨密度
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　　BMI と骨密度と の 関連をみ た と ころ ， 男性で相

関 係 数 が r ＝0．260と 有意 （p ＜ O．　05） な 正 の 相 関

を示 した が ，女性に お い て は r ；0．154と有意 な相

関は認 め られ な か っ た 。

6） 閉 経 と骨 密度

　 表 3 に示す よ う に，閉経と骨密度と の 関連を 「閉

経前」 と 「閉経後」 と の 間 で み た と こ ろ，閉経後 は

閉経前に 比 べ て 有意 （p 〈 0．01）に 低い 骨密度を示

　した。

4 ．考　察

ユ）年齢 と骨密度

　　中高年者を対象とした今回の 調査 で は，年齢と骨

密度 と の 間 で ，女性で は有意 な負 の 相関を示 した が，

男性 で は相関はみ られ な か っ た 。
こ れ は ， 女性高齢

者 に お い て 年齢と骨密度に 負の 相関 が あ っ た と い う

前回 の 報告
E 〕

とも同 じで あ っ た。また，40歳，50歳

代，60歳代，70歳代間 そ れ ぞ れ の 年代別 に お け る女

性 の 橈骨骨密度 に 有意 な差 が あ り，男性 で は年齢 と

の 間に有意差 が み られ な い と い う滝 田 ら
9）

の 報告と

　も同 じ結果 を 得 た 。 女性 の み が 加齢 と と もに 骨密度

が 減少 し，男性 の 骨密度は年齢 とともに 有意 な相関

が み られ な か っ た こ とか ら ， 女性に お い て は骨密度

低下 に 年齢 よ り も閉経 が 大 き な 影響因子 と な る 可能

性が示唆され た 。 あ る一定の 年齢ま で は骨形成と骨

吸収 が 等 し く，カ ル シ ウ ム バ ラ ン ス は 0 に 保た れ て

い る が ，加齢 と と もに 負 に 傾 く た め 骨量 は 減少す

る
L 

。 ま た，女性ホ ル モ ン の エ ス トロ ゲ ン は骨吸収

を 抑制す る作用 が あ り，閉経後 エ ス ト ロ ゲ ン が 分泌

　さ れなくな る と急激 に 骨量が減少す る と考え られ て

　い る
9＞

。 こ れ ら の こ と か ら，中高年女性で も骨粗鬆

症予備軍の 割合が 高齢者同様高い と 考え られ ， 女性

に 対す る骨密度 へ の 意識づ けが重要で ある と考え る。

2）健康歴 と骨密度

　 今 回 の 結 果 で は，骨 折 と骨 密 度 と の 間 に 関 連 は み

　られなか っ た。 前回の 我 々 の 報告
E）

で は，女性高齢

者に お い て 骨折歴の 有無と骨密度 に 関連を示 す結果

を得た 。 高齢者を対象と した他の 研 究 で は ， 骨折患

者の 骨密度は，非骨折群と比較して 有意 に 低い 値を

示す と い う串田 ら
u ＞

や伊藤 ら
’2｝

の 結果 が ある 。 今回

の 骨折 の 既往者 は，大部分 が 学童 ・青年期 の 骨折 で

あ り，骨密度と は関係の な い ス ポ ー
ッ ま た は労働時
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の 骨折と考え られ ， 骨粗鬆症に関連し た骨折で は な

い と 推 測 し た 。そ の た め ，今 回 は 骨 密 度 と 骨 折 と の

間に関係が み られ な い と い う結果に っ なが っ た の で

　はない かと考える。

　 骨 密度 低 下 の 危 険 因 子 と して 糖 尿 病 が 指 摘
1s）

され

て い る が，今回の 調査で は糖尿病 と骨密度 との 間 に

　は 男女 と もに 関連 は み られ な か っ た
。 しか し糖尿病

をもっ 対象者が少な か っ た こ と か ら，今後さ らに 検

討を進 め る必要があ る 。

3）生活習慣と骨密度

　 今回，運動，食生活，喫煙 と骨密度 との 関連 は男

女とも認 め られ な か っ た 。 我々 の高齢者を対象と し

た報告
6 〕

で も 同 じよ う に 運動，食生活，喫煙 と骨密

度 との 問に関連は み られ な か っ た 。 加納ら
4〕

は，40

歳以上 の 女性 の うち70歳代 の 女性以外 は運動歴 の 有

無 と骨密度が 関連 して い る と報告して い る 。 ま た，

東 ら
5）

の 報告 で は ，運動 を毎 日行 う65歳未満 の 閉経

後 女性とあ ま り体を動か さ な い 女性 に お い て骨密度

に 有意差 が あ る と して い る 。 しか し，閉経前の 30歳

以上65歳未満女性 で は，運動習慣 と骨密度 と の 間 に

関連 は み られ な か っ た と も報告して い る 。 今回 の 運

動 と骨密度 に 関連 が な い と い う結果 は，運動群 と非

運動群 に あまり大 きな運動量の 差がなか っ た こ とや，

対象者は仕事を して い る者が多く，活動量 が比較的

多 い た め ，骨密度 に 差 が 生 じ な か っ た こ と も考 え ら

れ る 。 しか し な が ら，運動 に よ っ て 骨密度の 減少が

抑え られ る と い う報告
L4）

もあり，高齢者 の み な らず

早 い 時期か ら運動習慣を もっ こ と は 骨粗鬆症 の 予防

にっ な が る た め，中高年者に も運動に対する意識づ

け は重要で あ る と言 え るの か も しれ な い 。 特 に 中高

年以降 の 女性 に お い て は，「年齢 と骨密度 」 で 述 べ

た よ うに年齢と と もに 骨密度が減少す る こ とか ら，

骨粗鬆症 の 予防の た め に 適切な 運動量を維持す る こ

　とが 望 ましい の か もしれ な い が，今回の 調査で は 明

　らか に で きなか っ た 。

　 次 に 栄 養 と骨 密 度 と の 関連 は み られ なか った が，

こ れは，我 々 の 高齢者を対象とした報告
6）

と同じで

あ る 。 長瀬ら
15）

の 結果で は ， 閉経前の 女性は牛乳ま

た は乳製品 を毎日摂取す る群が そ れ以 下の 摂取群 に

比 べ 高い 骨量 を 示 した。ま た，Sorokoら
IG〕

は ，若

年期 お よ び 中年期 の 牛乳摂取量 は高齢 に な っ て か ら

の 骨密度 を 左右 す る こ と も報告 して い る 。 しか し必

ず し も牛乳摂取 と骨密度に 関連が ある結果ばか りで
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は な く，森岡 ら
3 ）は40〜79歳 の 各年代毎 の 骨密度と

牛乳摂取に は有意差 は な い と報告 して い る 。 現在 の

中高年者は戦争中や 直後 に 生 ま れ て お り ， 我 々 は幼

少期 の カ ル シ ウ ム 摂取状況 と骨密度 に 関連があるの

で は な い か と考え，小学生，中学生時の 牛乳摂取量

と頻度や骨ご と食べ る魚の摂取頻度を 調査 し た 。 し

か し，小学生，中学生 の 時に 毎 日牛乳を摂取 して い

な か っ た群 お よ び骨ご と食 べ る魚 の 摂取 が 週 1 日以

下群 と，そ れ以外の 群と の 間の 骨密度 に 男女と も差

は み られ な か っ た 。
こ れ は ， 昔の 記憶 の 瞹昧さ な ど

の た め，は っ き り と した解答が得 られ な か っ た こ と

が影響 して い る とも考えられ るが，今回 の 結果 は森

岡らの 結果 と同じで あ っ た 。 しか し ， 前述 した よ う

に 中高年女性 は 年齢 と と もに 骨密度 が 減少す る 時期

で あ る こ と，

一
般的に カ ル シ ウ ム 摂取不足は骨粗鬆

症 の 危険因子 と さ れ て い る こ とか ら，中高年女性 に

と っ て カ ル シ ウ ム 摂取を意識 づ け る こ とは 骨粗鬆症

の 予防に 有用 で あ るか も しれ な い が，今回の 調査 で

は 明らか に な ら な か っ た。

　今回 の 結果 で は，喫煙 と骨粗鬆症 との 間 に関連 は

み られ な か っ た 。 こ の こ と は，前回の 高齢者を対象

と した 報告
6 ） と も同 じで あ る 。 閉経前後 の 女性間 で

も喫煙歴と骨密度に は関連が み られ な い と す る報

告
5 〕

や40歳〜79歳 の 男女 を対象 と し た研究で も喫煙

との 関連 は み られな か っ た とす る 報告
3 ｝

もあ る 。 喫

煙 は
一
般的に骨密度低下 の 危険因子と して 指摘 さ れ

て い る
17） が，今回関連 が み られ な か っ た の は 喫煙歴

よ り も喫煙量が 問題で あ る こ と が 考 え られ，今後，

喫煙量 と骨密度と の 関連を検討して い く必要が あ る 。

　飲酒 と骨密度 との 関係 に っ い て は，今回男性 の み

で は あ る が，飲酒群が 非飲酒群に 比べ 骨密度 が 有意

に 高 か っ た 。 Suzukiら18｝

は，ア ル コ
ール 摂取 が 1

日27g 以 下の 場合 ， 大腿骨骨折 の 保護因子 に な る と

して お り，比較的少量 の 飲酒 は骨密度を低下させず，

逆に増加させ る可能性の あ る こ とを報告して い る 。

こ の 他 に も飲 酒 が 骨密度低下 の 予 防因子 に な る と い

う報告
3）

があり，今回の 結果は こ れ らの 見解と合致

した も の で あ る 。 しか し， 飲酒が危険因子に なる と

い う報告
IT・19）

や ，関連が み られ な い と い う報告
4）

も

あ り，ま た今回，男性に お い て 関連が認 め られ た も

の の 女性 で は関連が 認 め られ な か っ た こ と，前回の

高齢者 を対象 と した 報告
6）

に お い て も関連が み られ

な か っ た こ と を考慮す る と ， 飲酒頻度だけ で な く，

飲酒量 と の 関係に お い て も検討が必要で あ る と考え

　る 。

　 中高年期 は，子 どもの 独立，親 の 介護 な ど の 役割

を担う，仕事上の 責任も重くな るい っ た こ とか らス

　ト レ ス の 多い 世代で あ り，こ れ らの ス ト レ ス を対処

す る た め に喫煙 や 飲酒量 が 増加す る人 も多 い と考 え

る 。 過度 の 喫煙や飲酒 は，骨粗鬆症 の 危険因子 とな

る とい う報告 も多 く，過度 の 喫煙 や 飲酒を避 ける と

い っ た健康教育が重要で は な い か と考え る 。 しか し

ながら， 今回の 調査 で は ，
ほ とん ど の 健康歴 や 生活

習慣と骨密度との 関係はみ られず，対象者数が少な

い こ とや対象者 に 偏 りがあるとい う研究の 限界が あ

　る とい え る 。

4 ）肥満度 と骨密度

　　BMI と骨密度との 相関を み たと こ ろ ， 男性で は

正 の 相関 を 認 め た 。 こ れ は，前回 の 高齢者 に お け る

結果
6） と も同 じで あ る。肥満度 が 高 い ほ ど骨密度 も

高い と い う東ら
5）

の報告は ， 対象が 15歳〜90歳と幅

広 く，近藤 ら
2°）

の 報告 で も対象年齢 が 16歳〜84歳 で

あ る 。 長瀬
21）

らの 研究結果 で は，50歳以下 の 女性 の

中で ，30歳代を除い て 20歳時の 肥満度が高い ほ ど高

い 骨密度を 示 して い る 。 中高年者の み を対象と した

骨密度 と肥満度 との 関連 に っ い て の 報告がみ られな

い の で 検討 し難 い が ， BMI が 高値な ほ ど骨 に 対す

　る荷重が大き くな り，骨形成が盛ん に な り，骨量 の

減少が防止 さ れ て骨量が増加す る
22）

と考え られて い

　る こ と か ら年齢 に 関係 な く骨密度と肥満度は関係 し

て い る の で は な い か と考 え る 。 前述 した よ うに，年

齢 とともに骨密度が減少す る 中高年女性 は，中年期

の 体重増加に 対して ダ イ エ ッ トを す る こ とが考え ら

　れ る が，過度 なダイ エ ッ トは 逆 に 骨粗鬆症発症 を招

　くこ とが予測 さ れ る 。 そ こ で ， 適切な体重を維持す

　る ため の 健康指導 が 必要 で あ る 。 しか し，今回女性

で は BMI と骨密度の 間に関連 は み られず，今後 さ

　らに 検討をすす め る必要 が ある。

5 ）閉経 と骨密度

　　閉経前後と骨密度との 関連 をみ る と， 閉経後の 女

性 は ，閉経前 の 女性 に 比 べ 有意に 低い 骨密度を示 し

　た。伊木
z3）

は，閉経直後群 と閉経 10年未満群 で の 骨

密度平均年間変化率 が有意 に 低下 した と い う報告を

　して い る 。
こ れ は ， 前述 した よ うに 女性 ホ ル モ ン の

　エ ス トロ ゲ ン が骨吸収を抑制す る作用を もっ こ とを

原因として い る
9）

。 今回 の 結果 で も年齢お よ び閉経
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が 大 き く骨密度 に 関与 して い る と い う結果を得た。

中高年期 は女性 が 閉経 を 迎 え る時期で あ り ， 閉経後

の 骨量 減少を最小限 に と ど め る た め に 閉経前の 骨量

を で き るだ け維持す る こ と の 重要性 が 示唆 さ れ た 。

6）中高年者 に対する健康増進活動 の あ り方

　　上述 した よ うに 中高年女性 の 骨密度は年齢と と も

に 減少す る こ と，特に閉経前後で 大 きく減少す る こ

　とか ら ， 中高年期の 女性 に 対す る骨密度 へ の 関心 を

高め る よ う な啓蒙 ・ 教育活動が重要 で ある こ とが Pt

唆 さ れ た。しか し，今回 の 結果 で は運動 ， 栄養， 体

重 と骨密度と の 間に関連 は み られ な か っ た た め，そ

れ ら に 関す る 健康増進活動の 方向づ け は で きな か っ

た 。 今後も調査を継続 し，中高年者 に ど の よ う な健

康増進活動が 必要 で あ る かを明 らか に して い くこ と

が重要 で あると考 え る 。

まとめ

　中高年者を対象と して男女別 に 骨密度 と健康歴 お よ

び 生活習慣 との 関連 を 分析 し，骨粗鬆症 予防 の た め の

健康増進活動の あ り方 に っ い て 検討 した 。

1，年齢と骨密度

　　女性 に お い て は 加齢と と も に 骨密度は有意 な 減少

　を 示 した が ， 男性に お い て は 関連 は認 め な か っ た 。

2 ．健康歴 と骨密度

　　骨折経験者 と骨密度 と の 間 に は中高年男女とも有

　意 な 関連 は み られ な か っ た 。

3，生活習慣と骨密度

　　運動，食生活，喫煙 と骨密度 との 関連 は 男女 と も

　認 め られなか っ た 。 男性に お い て 飲酒群は非飲酒群

　 に 比 べ 有意 に 高 い 骨密度 を 示 した 。 しか し女性 で は，

　飲酒 と骨密度と の間に関連 は み られなか っ た 。

4，肥満度と骨密度

　　 BMI と骨密度 と の 相関を み た結果，男性 に お い

　 て 正 の 相関を認 め た 。

一
方，女性 の 場合に は BMI

　 との 相関は認 め られ な か っ た 。

5．閉経 と骨密度

　　閉経後の 女性は，閉経前の 女性 と比 べ て 有意 に 低

　 い 骨密度を示 した 。

6，中高年者 に 対す る健康増進活動 の あ り方

　　 中高年期 の 女性 に 対す る骨密度 へ の 関心を高め る

　 よ うな啓蒙 ・教育活動 が 重要 で あ る こ とが 示 唆 さ れ

　 た。
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